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9月26日 ホン越しに対応凋子には会わず

頑碑て和；；の兄が函涵韮
集 ら

市に「姿を見ていないJと安否を
心配する通報
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25日 自宅可瑾した紗花ちゃんが見つ
かり、死亡が確認される

詞面頑畜が母錢ーをー傑面面藷函面
容疑で遠捕

市
原市
で
生
後
10
カ
月の
小
西
紗
花
ち
ゃ

ん
が

衰
弱
死
し 、
今
月
3
日 、
母
親
の
碑
紗
容
疑
者

(
23)
が
保
護
責
任
者
遺
菜
容疑
で
逮
捕さ
れ
た 。

幕っ
ゃ

ん
は
検
診
をァ
防
匿墨

を受
け
て
お
ら

ず 、
様
子を
確
か
め
て
ほ
し

い
と
い
う
通
報も
寄

せ
ら
れ
て
い
た
が 、
市
は
約
9
カ
月
問 、
実
際
の

姿
を
兄
て
い

な
か
っ
た 。
本
媒
で
は
昨
年
の小
4

女
児
虐
待
死
事
件
を
受
け 、
関
係
磯
関
の
連
涜
装

化
が
う
た
わ
れ
て
い
た
が 、

教訓
は
生
か
さ
れ

な

か
っ
た 。

「

債
と
し
て
危
据恵
四
が
低
か
っ
た」

。
小

出
譲
治
市長
は
12
日

の臨
民記
者
会
見
で
対
応
の

直
認
め
て
謝
罪 、
今
後
第
三
者
杢民
会
で
検

証
す
る
と
表
明
し
た ¢

.

、

得
ゃ

ん
は
1
月
25
日 、
自
宅
で
匿
度
に
痰

せ
て
見
つ
か
り
病
院
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た 。
低

識者「通報放置、理解できない」

市
原
の
乳
児
衰
弱
死

再
発
防
止
「
強
い
覚
悟」

栄
養
と
脱
水
で
哀
弱
死
し
た疑
い
が
あ
り 、
屎
警

は
遵
切

な
食
車
を
与
え
ず
医
釈
措
置
も
受
けさ
せ

る
こ
と
な
く
放
霞
し
た
と
し
て
瑶
紗
容
疑
者
を
逮

捕し
た。

市
に
よ
る
と、
昨
年
4
月

に保健師
が生
後
1

カ
月
の
紗
花
ち
ゃ

ん
を
ア
パ
ー
ト
に
訪
ね
た
際、

9
な
かっ
た
が、
瑯
紗
容
疑者
の
体
R
に心

配
があ
り
公
的

な
支
疫
対
象
と
し
た 。

そ
の
後 、
保
鑓
師
ら
が
複
数
回
自
宅
を
訪
問
し

た
が 、
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
起
し
ゃ
玄
関
で
の
対
応
に

と
ど
ま
り 、
姿

圭騒
匿
認
し
て
い
な
かっ
た 。

事
件
発
党
の
2
日
前
に
も

抜き
打
ち
で
訪
れ
た

が 、
呼
び
鈴
に
応
答
が

な
く
引き
返
し
た。

市
は
「
緊
急
性
が高
く

な
かっ
た
j

と
説
明
し

た
が 、
紗
花
ち
ゃ

ん
の
兄
が
通
う
保
百
園
が
昨
年

12
月
送
蒻
に
紗
花ち
ゃ

ん
の
姿
を
見
な
い
た

蒻
委J
見
て
ほ
し

い
と
2
度
に
わ
た
っ

て
市
に

要
請
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
す
る
と、
一
転
「
児

翌霰所
な
ど
に

相誘すべ
き
だっ
た」
と
蕗
ち

度
を
認
め
た 。

同
市
で
は
平成
26
年 、
生
後
8
カ
月の
男
児
の

欝
死
事
件
があ
り 、

捻皿
報告
雹
で
「
安
全
確

爵
目視
が
基
本」

と指

摘され
て
い
た 。
31
年

1
月
に
は
野
田
市
で
小
学
4
年
の
栗
原心
変
さ
ん

贔
時(
10)
ー

が
父
親
か
ら
虐
待
を
受け
死
亡
し

て
い
る。

野
田
市
の
写
件
で
市
の
捻
器
貧
会
に
加わっ

た
日
本K
の
鈴木
秀
洋

准教授
（
危
機管
珂
学）

は
「
饂
髄
か
ら
の
迦
報
が
放
譴
さ
れ
た
の
は
狸

解
で
き

な
い。
過
去
2
姐
件
の
検証
報
告
宙
を

な

ぞ
り 、
組
諏
と
し
て
で
き
て
い
た
こ
と
と
で
き
て

い
な
かっ
た
こ
と
を
確
認 、

徹底
す
る
こ
と
が
必

農」

自
描
し
た 。

な
る
可

能性もあ
る。

一

暑
昌
で
は
「
欝
死
ゼ

ロ」
の
ほ
か 、
器

溢揺

め防

俎
詈「
子
ど
も
家
庭
総
合

斎
拠
点」
を
22
年
度
ま
で
に

市
原
乳
児
死
亡、
県
も
点
検
ヘ

孟

屡
虚

腐
か

乳
爵
今
年
1
月に
死
亡 。

一

會

墨
醤
す
る。

覺

象
羹
例」
(
2
0
1
7
年
今
月
3
日 、
保

護召藷
遺
棄

基
づ
き
県
は 、

容
疑
蓋
親
怒蕊
懇、
れ
た 。

市
匝
市
は 、
死
亡
前
に
県
児
童

4
月
施
行）
に．

今
後
10
年
間
の
取
り
組
み
の15

想欝
に
連
絡
し
な
か
っ
た
点

な
ど
不
適
切な
対
応
を
翠
め 、

「

器
計
画

こ蛋

思

璽
者
に
よ
為
証

喬藝

日
に
公
表し
た。
昨
年
1
月
の

瞑
田
市女
児
内待
死
事
件
を
踏

ま
え
て
児
齋

覧
の
「
毎
年
臀
厚
亥

桑葱―
示
し

た。

こ
れ
に対
し、
限
児
蕊
家

唇

欝知
享
か

庖
口」
を

目標
に
諄 、
実

し
て
「
市

親
の
た
め
に
市
屑
と
の
滉切
熟
捻
日 、

し 、
f
2E―示
があっ
た
と

聰

屠

紐至
しっ
か
り

罷
も
打

ち出
し
た。
し
か

じ 、
県
と
し
て
も
対

市
原
市
の
生
後
10
カ
月
の
乳

き
事
項が
な
い
相
（
環
状
6
カ所）
の
2
カ
所

サ
ポ
ー

応
に
魯
すべ

と
説朗
し
た。

一培
喜

閾

璽霞
の

嗅
小
西
翌化
（
す
ず
か）
ち

ゃ
ん
空哀
弱
状態
で
放
置
さ
れ

に
中
問
痰
育
が
困
翠
な
子を
畢琺
に
委

か
点
検
す
る
」

扁
定
だ
が 、
よ
託
す
る
割
合
は
29
盟
ま
で
に

器
計
画
は
5
年
後

死
亡
し
て
い

た
こ
と
が
今
昂咽

る
み
に 。

奮
に
子
忌
腐

り
早
は

器で
改
癌
が
必
要
に
4
割
に

引皇
げ
る。

を
守
る
計
画と
な
る
の
か
が
問
見
直
し
蒋

わ
れ
るし
（
関
連
記
事
＂
面）

dobashi.eri
ハイライト表示




